
「県と市町の地域づくり連携・協働協議会」(地域会議) 

１対１対談（大台町）会議録 

１．開催日時：平成２５年６月２５日 （火）１３時３０分～１４時３０分 

２．開催場所：大台町 清流茶屋 コテージ １階 桟敷 

３．対談町長名：大台町（大台町長 尾上 武義） 

４．対談項目 

（１）発電施設売却益を地域振興基金に  

（２）道路改良整備について  

（３）清流宮川の水質確保について 

（４）水力発電事業の民間譲渡に関する要望について 

（５）堆積土砂の除去について 

（６）防災ヘリポートの整備について 

（７）南部地域活性化プログラムの推進について 

（８）ユネスコ エコパークを通じた町づくり 

５．会議録 

（１）開会あいさつ 

知 事 

尾上町長、今日は、どうもありがとうございます。 

１対１対談、今年で３年目ということで、私がそれぞれ回らせていただい

て、主に次の年度の予算に向けてどんなことをという、その予算編成の前に

首長の皆さんのお話をお伺いしようということでスタートしました。 

去年は、特に一回目が尾上町長でありまして、そのときに、河川の堆積土

砂の撤去の話なんかもたくさん言っていただきまして、その後、やはりいろ

んな地域で河川の堆積土砂の撤去の話がありましたので、今年度は、河川の

堆積土砂の撤去の予算を数億円積みます。そういうこともやらせていただき

まして、こういうまさに１対１対談で聞かせていただいたことを県政に反映

していくという形で今やらせていただいてます。 

今日もいくつか議題がありますが、全部やりますというわけにはいきませ

んが、一歩でも半歩でも前に進むように、また、それを町民、県民の皆さん

に知っていただけるような有意義な会にしたいと思いますので、どうぞよろ

しくお願いしたいと思います。 

対談を始める前に、この５月中旬に皇太子殿下に平成 16 年の台風 21 号の

被害状況のご視察ということで来ていただいた際には、大台町の町民の皆さ

1 



んにもたくさんご協力いただきましたし、町長を先頭に大台町役場の皆さん

に本当にご説明から準備からたくさんしていただきましたこと、改めて感謝

申し上げたいと思いますし、殿下も、私、数日後に東宮のほうにお礼に上が

ったときに、侍従長さんから、くれぐれも皆さんによろしくお伝えください

と、殿下も大変喜んでいただいてましたというお言葉をいただいております

ので、その旨伝えたいと思います。 

今日はよろしくお願いしたいと思います。 

 

大台町長 

 今日は、知事にこの宮川のほうまでお越しをいただきまして、誠にありが

とうございます。 

  今、お話ございましたように、５月 18 日に皇太子殿下の行啓をいただきま

した。それぞれ災害の現地も見ていただきまして、何よりもご遺族の皆様方

に励ましの言葉もいただきまして、本当に勇気づけられたことでもございま

す。町民一同、本当に感激をした一日でございました。本当にありがとうご

ざいました。いろいろと知事にもお世話いただいたわけですが、ありがとう

ございました。 

  それから、今、大台町では、この 25 年度、いろんな大きな事業を抱えてス

タートさせていただいておりまして、一つには大台厚生病院の整備、それか

ら、その大台厚生病院の整備につきましては、大紀町と大台町でそれぞれ支

援していこうということで合意もしながら、県のご協力もいただいて進めさ

せていただいております。現在、旧の宮川高校の取り壊しも進んでおりまし

て、この９月末には、建築の入札にもかかれるんじゃないかなと思っており

ます。また、今後ともご指導いただきますようよろしくお願いいたします。 

また、併せまして、この医療再生計画の中で、宮川にあります報徳病院を

廃止して、診療所の整備と老人保健施設の整備を併せてやろうということで、

宮川メディカルセンターの整備事業ということで位置づけながら、今進めさ

せていただいております。これには、町民の皆さん方にいろんな反発も当然

ございました。入院機能がなくなるとか、あるいは救急当番が減少するとい

うようなこともありまして、安全・安心が取っ払われることの変革が出てく

るわけでございまして、そこら辺に対する違和感というものが非常に強いこ

とでもございますが、お医者さんがいないということ、また、その医師の過

重労働等もございます。そういうふうなことも含めながら、将来の医療・福

祉の在り方を考えるときに、今の取っている策が最善でないかという思いを

持ちながら進めさせていただいているところです。 

他にもＲＤＦの問題やら中学校の統合問題やらいろいろ抱えながら、25 年
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度スタートしているところでございます。 

今日は、日ごろから県事業に関しまして、いろいろと川とかダムのことと

かいろんなお話をさせていただく中で、少しでも進めさせていただけたらと

思いますので、よろしくお願いいたします。 

 

（２）対 談  

１ 発電施設売却益を地域振興基金に 

 大台町長 

はじめに、中部電力に水力発電事業が譲渡されるということで、平成 26 年

度末に譲渡される予定でございますが、そのときに生じる譲渡対価、聞き及

ぶところによりますと 105 億円というようなことでございますが、この 105

億円全てというわけにはいかないと思いますが、いろんな地域の振興を図っ

ていくうえで、この資金を元にしながら基金化をしていただいて、いろんな

事業に役立てていただけないかと思っております。 

現在、水力発電事業で、宮川の水を利用してやっておりますのが割合でい

えば、県内で９割ぐらいがこの宮川の水を使って発電されておるのではない

かと思います。そういうようなことでいきますと、この宮川流域のために使

っていただけるような基金化をめざしてほしいと思っております。 

このことは、昨年の 10 月に、両副知事さんから関係部長さんにご要望もさ

せていただいたところでございまして、いわゆる流域調整会議とかそういっ

たところでも話が出てきているのではないかと思うのですが、こういった譲

渡対価を基金として積み立てて、後々の地域振興に充てるという財源にもっ

ていってほしいと思っているところです。 

そういうことですので、これまでのダムの構築とか、あるいは発電所の整

備とか、いろんな形でこの地域も協力してきた経緯がございますので、その

点よろしくお願いいたしたいと思います。 

 

知 事 

 ありがとうございます。 

中部電力に水力発電事業を譲渡して、その譲渡した代金で地域振興の基金

をということだったと思います。 

まず、そもそも譲渡するにあたって、今、いろんな流量や水質の回復のこ

ととかかんがい放流のこととかいろんな地域振興のことありますが、これ繰

り返しになりますが、譲渡されてもそれがちゃんと継承されるようにという

ことで、中部電力にも言っていますし、我々も譲渡したらそれで終わりとい

うことではなく、その後もちゃんとしっかり責任を持って確認をしていきた
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いと思っております。 

そういう中で、お金の部分の話ですが、一応、譲渡後、その時点で発生し

ている債権とか債務とかいろいろありますので、それを清算して残ったもの

を一般会計というお財布に入れていくわけになりますが、その金額自体、い

ろんな債権、債務の精査をしているところですので、金額これから決まって

きますが、その使い道については、これから金額が決まって、どういうふう

に使うかということになってくると思いますので、これから精査をしていき

ますが、何らかの形で地域振興に充てる、それに必要な費用を検討はしたい

と思います。それが、基金化という形になるのかどういう形になるのかとい

うのは、ここではまだ決定というのは申し上げられませんが、いろんな考え

方で考えたいと思っているんですが、でも、何らかの形でそういう地域貢献

とかに必要な費用は検討したいと思っていますので、今日のところはこれぐ

らいでご勘弁いただけるとありがたいと思います。 

 

大台町長 

 せめて、一般財源化だけは避けていただきたいと思いますので、何とかそ

の方策を講じていただきたいというふうにお願いいたしたいと思います。 

それでは、次にいきます。 

 

２ 道路改良整備について 

大台町長 

道路改良の整備です。現在も大台町地内で９ヶ所ほどいろんな形でやって

いただいております。ここも長年、私が宮川村長に就任する前から、北海道

の豊浜トンネルというんですか、崩落してバスが押さえられたという事故が

ございまして、あれを受けて全国のトンネルの調査があって、ここにありま

す八知山トンネルも危険なトンネルと位置づけでした。それから、こちらは

もう一つ奥へ向けてトンネルを入れようということで計画はされましたが、

地権者のご了解を得られずに、収用しようというところまできておったんで

すが、ここへきて急に地権者の了解をいただいたというようなことでして、

この前後の取付けなんかもできてきまして、いよいよ来年以降、トンネルの

施工にも入っていただけるのではないかと思っているところです。そういう

ことで、この国道 422 号、鋭意、整備も進めさせていただいているところで

もございますが。 

知事にも、一昨年１月の末に初めてお越しいただいたときにも、実際に池

ノ上というところも、これは県の大台ケ原線ですが、見ていただきました。

実際、軽トラでも通行がしにくいという幅員のところですが、そういったと
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ころは、まだいまだに手が着けられていないと。このことは、宮川ダムによ

って水没する地域の特別対策要綱にうたわれまして、この 422 号と県道大台

ケ原線のいわゆる領内村から大杉谷地域の久豆までの 8,000 メートルの整備

をやるとか、あるいは、野又を越えて紀北町のほうへ行く 422 の部分とか、

久豆から桑ノ木谷とかというような形で、いろんな道路の改良をするという

要綱があるわけですが、その要綱を見てもそんなに手が着いていないと。

8,000メートルの道でも1,000メートルあたりがあるのかどうかというような

程度です。 

地元の皆さんとしては、ダムができてもう60年近くになってくる、しかし、

依然として県道の整備はなされていないという状況です。それで、一体何や

ったんやというような話がよく出てくるわけです。そのことを特別対策要綱

の中でも、まず道路改良というのが非常に多く残っている部分でもございま

す。ですので、こういった取り残されているところでの道路改良、これは必

ず必要になってくるわけですし、平成 16 年、ここの会場の 100 メートル下流

側でこの 422 が護岸崩落しまして、この奥が全部１週間ほど孤立したわけで

すが、この道１本しかないということなんです。そういう意味でも、やはり

強固な道路造りが必要になるんじゃないかと私は思っておりまして、できた

らもう１本付けてもらったらよろしいんですが、そんな訳にいきません。今

ある道路をもう少し安全に通行できるような形でも道路改良というのはしっ

かりやっていただきたいと思っています。とりわけ、大台ケ原線の池ノ上で

すけども、そういったようなところに注力いただきたいなと思っています。

よろしくお願いをいたしたいと思います。 

 

知 事 

 道路改良の部分につきまして、県道の整備がご案内のとおり、どこを整備

しますかというのは、基本的に町の皆さんとか地元の皆さんの意向をお伺い

しながらやっていって、今年、平成 25 年度は大台町内で９ヶ所、旧宮川村管

内でいくと６ヶ所、道路改良に取り組む予定で今おります。 

今、町長からお話のあった昭和 27 年にできた特別対策要綱については、い

ろんなご要望もいただきましたので、どれぐらいその中身が進捗しているの

か、関係部署でも精査をさせていただいているところです。 

そのうえで、確かに、残っているところとしては道路が多いのは事実です

が、全体としては地域振興のこととかも進めているところだと思いますので、

残っているところが、確かに非常に工事が難しくて財源が結構かかる道路が

多いのは事実だと思っています。 

そういう中で、これからも地域の皆さんのご意見を聞きながら、どの箇所
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をどうと進めていきたいと思うんですが、池ノ上のところは道幅も狭くてお

金がすごくかかるというのもあって、これちょっと見にくいですが、岩が突

起していて大型車両とかトラックとか通りにくいので、その突起していると

ころを削るという工事はこの６月 24 日に完成ということです。 

したがって、財政事情とかいろいろなこともあって全部が全部できないで

すけども、少しずつでも前進できるように、地元の皆さんのご意向をお伺い

しながら、できる限りの道路整備の推進をしていきたいと思っていますので、

また、いろんなご相談させていただければと思います。 

 

大台町長 

 ありがとうございます。県のほうも従来この道路整備戦略とかずっと立ち

上げられてきているのですが、その基になるのがやはりＢ/Ｃ、効率性とかそ

ういったことが非常に言われているところです。それでいくと、この通行量

の少ない我々のところでは、全然対象外になってしまうというケースが多く

ありまして、なかなか上位ランクにいかないということもございます。ただ、

用地のこととかいろんなことで難航するケースもあるわけですが、予算の消

化なども非常にそれぞれ難しいとかいろんなこともございますが、何とかＢ/

Ｃにこだわることなく、この部分については、それこそ特別対策で組んでで

もやっていただくというようなことを示していただきたいと思っているとこ

ろです。これは悲願みたいなものでもありますので、特別な対応を図ってい

ただけるということでお願いしたいと思います。 

 

知 事 

 そうですね。もちろんＢ/Ｃとかだけにこだわらず、やはり災害上防災上と

いうようなことも、あるいは命の安全上ということも含めて、あとは医療機

関へのアクセスとか、そういうのも考えながら、一応地元の皆さんのご意向

を伺いながら、これからもしっかり進めていきたいと思いますので、よくご

相談させていただければと思います。 

 

大台町長 

 それぞれ担当部署の方も今日はみえておりますが、その点よろしくお願い

したいと思います。 

 

３ 清流宮川の水質確保について 

大台町長 

それから、３つ目ですが、この清流宮川は、先ほども知事に見ていただい
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たんですが、非常にきれいな状況です。ただ、16 年災害あるいは 23 年の災害

で山肌が削られているというようなところがありまして、少しの雨でも濁る

ようなことになってきました。今、天候も安定していますのできれいな水で

すし、また水量も宮川ダムから宮川用水へのかんがい放流ということで、水

量も結構あって見た目には非常にいいわけですが、ただ、ダムの放流直下へ

行きますと、やはりダムの水位が低いということで、選択取水のしにくいと

ころから水を出してきているということもあって、やはり直下では濁りが強

いということがあります。 

まして、気温が上がりますと、一昨年の７月にも県土整備のほうに要望さ

せていただいたんですが、下流側でいろんな魚族が死んだというケースがご

ざいます。上流側では河川そのものが臭ったということもあって、今までな

かったような現象が出てきたということで、慌てて県土整備のほうへ何とか

対応を図ってほしいということでお願いに行ったような経緯があるわけです。 

この水不足、あるいは企業庁の発電の取水によってダムの水位が低いとい

うことがあります。そういうことで、選択取水塔の機能が十分発揮されてい

ないという懸念もありますので、今後、こういう状況になった折に、やっぱ

り上流側、いわゆる大和谷川とか、あるいは本流の奥のほうから直接パイプ

で引っ張ってダム下流へ向けて放水をするということも考えていただかねば

ならないと思います。今、この発電あるいは宮川用水ということで、水を利

用することが増加をしてきている状況でもありますので、水不足の中でその

需給バランスが崩れてきているということも言えるのではないかと思ってい

るところでもありますので、そこら辺も十分考えていただく中で、一定程度

ダムにも水をためていただくということも大事ではないかと思っています。 

我々としましても、観光船の運航もやっているわけですが、やはり水位が

低いとなると観光船の運航もやりにくいという状況にもなりますので、一定

程度水位を上げて選択取水をしやすいような状況をつくるか、そうでなけれ

ば、上流側から水を直接引っ張るような手立てを講じていただかないと、こ

の河川環境を守れないのではないかという思いがありますので、その点、よ

ろしくお願いいたしたいと思います。 

 

知 事 

 ありがとうございます。今、町長からお話いただいたことは、水質の話と

水位の話と２つあったと思います。 

それで、放流水の水質の確保というのは、平成 23 年５月の渇水時にアユな

どの斃死が発生したということを聞いていますので、我々としても、放流水

の水質の確保の必要性については十分認識しているところです。 

7 

 



しかし、その原因の特定なくしては効果的な対策ができないということで、

今、順次、調査をやらせていただいているところですが、平成 23 年の斃死発

生後は、調査項目の追加と調査回数の増加をやらせていただきました。昨年

からは、かんがい放流時における魚類の生息環境調査を追加し、そのための

体制の整備を行わせていただきました。その調査の結果では、今のところ、

アユの餌となる珪藻が少ない箇所は見られたものの、宮川の水質が斃死につ

ながるというのは、その調査では見られなかったということです。 

一方で、このような状況から、今年度平成 25 年度の調査においては、斃死

の原因としては、貧酸素とか硫化物の発生というのが想定されますので、ダ

ム湖の３ヶ所で含有の酸素量とか硫化物の発生状況などの調査を実施してい

くことにしています。 

この調査の打ち合わせのときに、大台町さんから要望いただきましたダム

湖の調査箇所の追加のご要望を従前にいただいたんだと思いますが、これは

調査の精度を高めるという意味で追加して行いたいと思っておりますので、

具体的な場所、箇所数、項目は大台町さんと調整をさせていただきたいと思

っています。 

水位のほうですが、中電に譲渡した後も、これまでの運用がしっかり対応

可能であると我々も考えていますし、中部電力もそう理解していると思って

いますので、中部電力にもそういう話をしながら、我々もしっかり責任を持

って確認をしていきたいと思っています。 

 

大台町長 

 ありがとうございます。調査もしっかりしていただく中で、現実にそうい

う臭いが出たとか、あるいは、カエルなんかまで変死したという状況があり

ましたので、これはちょっと異常なことということで、あのときも写真を添

えて６種類か７種類の魚類の写真を提示をさせていただいたんですが、そう

いうことが実際に起こったということがありますので、これはちょっと由々

しき問題だろうというようなことです。そういった調査もするうえで、こう

いう実態があるということの中で、その対策として、ダムの水位を上げて放

流する水質をもう少し良くするのか、そうでなければ、大和谷あたりから直

接水を引っ張って、そんなに大きな管でなくてもいいと思うんです。そうい

う管を引っ張って下流側へ放流するということも考えていただきたいと思っ

ています。これは地元からの強い願いでもあるわけですので、ご認識をいた

だきたいと思います。 

 

４ 水力発電事業の民間譲渡に関する要望について 
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大台町長 

それから、これも中電への民間譲渡に関する件でございます。現在、先ほ

ども少しお話させていただいた 50 万匹のアユの補償ですが、これは組合と企

業庁が契約を結んで今も放流事業をやっているわけですが、宮川上流漁業組

合としては、この中電との契約はできませんと。といいますのは、やはり民

間事業体であるということで、将来、永久的にきちっとした補償ができるの

かとなったら、そうじゃなくなると。ましてや今のような状態でいけば、会

社の経営も非常に厳しくなってきていることもありますので、契約相手は三

重県あるいは三重県企業庁との契約でなければ、次へは安心していけないと

いう主張です。 

県としても、中電へ事業譲渡するのでそこら辺で何とかやってくれと。あ

るいは、地方自治法上、県が保証することができないというお話ですが、こ

れは、しかし、知事さん、政治的な決断の中で、三重県があとを引き受ける

と。これは三瀬谷ダムあるいは宮川ダムということで、旧の宮川が惨たんた

る状況になっているわけですが、そういうことの中で、唯一この 50 万匹のア

ユの補償が、本当にこの地域を支える大きな柱にもなっているわけです。そ

こら辺はやはり県であり、あるいは事業者であるということで、当時の漁業

組合も賛同したということで来ております。これは中部電力と何にも関係な

い話でもありますので、それはそれとして度外視しながら、県のほうで責任

を持ってやりますよという道を何とか開いていただきたいと思っているとこ

ろです。どうぞよろしくお願いしたいと思います。 

 

知 事 

 この 50 万匹の昭和 42 年からやらせていただいている放流経費の負担の関

係の話ですが、これは今、我々が中部電力に水力発電事業の譲渡をし、私た

ちのところから水力発電事業がなくなるわけですが、譲渡後も中部電力株式

会社において、その補償を継続するということは確認もされていますし、ま

た、譲渡後の検証も宮川流域振興調整会議という庁内の会議で、ちゃんと確

実に継続されているか検証していくということ、それから、先ほど町長から

ありましたが、公共団体が、民間団体の保証をすることは法律上禁止されて

いるということなどもご説明をさせていただいていますが、今、町長おっし

ゃっていただいたとおり調整がついてないと、いまだ合意に至ってないとい

う状況です。そういう感情的な部分というか、お気持ちの部分については、

中部電力が倒産したらどうするのかということについては、もちろん可能性

として理解できなくはないですが、一方で今申し上げたような補償は継続す

ると、その後も県としても責任を持って検証を行うと、法律上禁止されてい
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るというようなことで申し上げさせていただいている中ですので、だからシ

ャッターをガラガラと下ろすのではなく、引き続きご理解いただけるような

誠意を持った対応、協議を我々もしていきたいと思っていまして、ここにつ

いては全く平行線で申し訳ないんですけども、我々としても中電に確認した

うえで、また、検証もするという中での話ですので、ご理解いただくための

誠意を持った協議をさせていただきたいと思っています。 

 

大台町長 

 漁業組合から考えると、東北の震災等で東電がああいう状況になってきて

おると。また、今も中電も浜岡が止まり再稼働がいつになるか分かりません。

ましてや海外からいろんな燃料を入れてこなければならないということで、

非常に経営が厳しくなってきているということで、こういった状態がずっと

長く続くと、こういった毎年千数百万要ることについても、中電さんとして

も何とか歳出を抑えたいということにもなりかねないということがあると思

うんです。これは企業の経営理念からいけば、当然のことだと思います。 

そういう中で、宮川の上流漁業協同組合は、当時の企業庁なり三重県と契

約して今の状態を築いていっているという、そこをお考えいただく中で、法

律はそうかも分かりませんが、その補償する部分を、三重県がこの宮川の上

流漁協のこのダムを造った、そこで自然の生態系が途絶えた、そういうこと

の中で、三重県としても、この県内の一番素晴らしい川を守るんだという意

気込みというか考え方というかそういったものを前面に出していただいて、

法律がどうのこうのということじゃないと思うんです。これはこの宮川を守

っていくんだという、ましてや６年連続日本一にもなっている川ですから、

その川を三重県としても守るというその気概の中で、中電にこの 50 万匹を放

りつけるのではなく、三重県として何とかそれしますというぐらいの姿勢を

示していただかなければ、調子悪いんじゃないかと思っていますので、これ

は知事さんに独断と偏見でこうすると言ってもらわないといけないのではな

いかと思っているんです。そうでないと、これはなかなか解決はできないと

思いますね。 

 

知 事 

 そうですね、この清流日本一の宮川を守るという気持ちは変わりはないで

すし、今町長おっしゃっていただいたような、当初、水力発電事業の譲渡と

いうことがない中で、40 年以上前に県と宮川上流漁協がそういう話でやって

きたことだということについては、もちろん理解をしますが、今申し上げた

ように、一方で法律の問題もあるのとそれから、中電がその放流の補償、放
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流金の負担を確実に継続されているかということについては、検証を行う仕

組みを県が持ってやっていくということ、先ほど申し上げさせていただいた

とおりですが、その契約相手として三重県にならないものの、実態上、それ

が継続していける仕組みを我々も思いを持ってやっていくという中でのこと

でありますので、県が率先して法律違反するということも、私はそうではな

くて実態上、今のルールの中で今までのことが継続されるという話をご理解

いただくように進めていくということかと思っています。 

 

大台町長 

 知事さん、今でも企業庁がこうやってアユの補償を毎年毎年やっているわ

けですね。ですので、それを継続してもらったらいいだけの話なんですよね。

その部分は、中部電力に譲渡するということから除外して、それ以外は中電

に向けて譲渡してもいいかわかりませんが。この 50 万匹については、もう中

電と切り離してそのまま継続して県がやっていきますよという、そのことだ

け取ってもらったらそれでもう解決しますので。そういうことでよろしくお

願いしたいと思います。 

 

５ 堆積土砂の除去について 

大台町長 

 それから、先ほども少しお話が出ておりました堆積土砂の除去ですが、宮

川ダムの上流あるいは下流に堆積土砂がかなり多くあります。これは、23 年

の台風 12 号の折もすぐに取っていただいて、それからずっと継続して除去し

ていただいて、安全の度合いを高めていただいており、本当にありがたく思

っているところです。私どもも、土捨て場の確保についても県とタイアップ

しながら探しているところですが、その土捨て場ももうそろそろ一杯になっ

てくるという状況です。 

そういう中で、平成23年にダムの上流側の桑ノ木谷の大崩壊もありまして､

このダム湖にもかなり堆積をしています。それからまた、ダム下流側は、取

ってはいただいておりますものの、以前の平成 16 年災害の折の水が流れてい

た水面ぐらいまでは取っていただいているんですが、そこから下がまだ取ら

れていないという状況がございます。そういうことで、もう一押し取ってい

ただかねばまだ安全とは言えない。 

ここも少し川が見えますが、６メートルも７メートルも深いところでして、

大きな淵になっていたんですが、ご案内のようにもう瀬になってしまって、

これはもうほとんど淵という淵はもう瀬になってしまっています。そういう

ことで、魚族も生息しにくいような部分もあるわけですが、やはり、安全と
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いう面からいけば、こういったような除去も取っていただかないと、まだま

だこれから支流にもたくさんたまっておりますので不安定土砂が多いという

ことで、堆積土砂の除去をお願いしたいと思っています。 

先ほど申し上げましたように、この宮川ダム上流側も、県のほうにお聞き

しますと堆砂率が 45％のようです。ですので、県もすぐに取るということに

もなかなかならないのかなと思うんですが、実は、大台町も観光船を平成 16

年の災害まではずっと走らせていたんですが、水位が下がってきているとい

うことと土砂が堆積したということで、観光船を運航する距離が短くなって

しまって、とりわけ登山客の送迎をするのに手前になってしまって、登山口

まで歩く距離が長くなるという部分もあります。ということで、上流側に少

しでも行けるように、その土砂の除去をお願いしたいと思っているところで

す。 

何よりも今年いろいろお世話いただいて、光滝周辺の復旧が今年度中にで

きてくるということで、来年からこの大杉谷登山道全線開通ということで、

かなりの入込みも出てくるのではないかと思っているところです。その状況

次第によって、我々も船を走らせんならんということにもなってくるわけで

すが、今のところ船を走らせるわけにもいきませんので、それに代替するバ

スで何とかせないかんというようなことで、今、話はしているところですが、

県のほうでそのように土砂を取っていただけると、上流側にも行けるとなり

ますので、そうなったら観光船の整備も含めて考えて、航路事業の許可を取

っていますので、また復活しながらやっていく中で、登山客あるいは観光客

の足を確保していけるということになりますので、その点、よろしくお願い

をいたしたいと思います。 

 

知 事 

 ありがとうございます。今、町長からありましたように、平成 16 年の台風

21 号、それから平成 23 年の台風 12 号で、宮川本川とかその支川の桧原谷川

で大量の土砂が堆積したと。それで、大台町さんと協議させていただいて、

いろんな制度を活用して主になかせ茶屋より上流区域の土砂撤去をやってき

まして、平成 25 年５月末時点で約 23 万 6,000 ㎥を撤去しました。おおむね

平成 23 年の被災前の状態まで復旧しているというところです。今年度は、常

に堆積傾向のあります桧原橋周辺で、約１万 9,000 ㎥の土砂を撤去させてい

ただく予定です。今後も、大台町さんと優先度の高い箇所を相談させていた

だいて、土砂撤去を進めていきたいと思いますので、引き続きご協力をよろ

しくお願いしたいと思います。 
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大台町長 

 ありがとうございます。ぜひともよろしくお願いをいたしたいと思います。 

先ほどちょっと触れましたが、土捨て場の確保については非常に困惑して

います。上流側でもちょいちょい敷地が取れるところは我々も行って交渉し

ながら確保しているんですが、それも限度がありまして、ここから上流では

ほとんどなくなってきているという状況です。したがって、下流側へもこれ

からずっと進めていかねばなりませんが、今、町政懇談会をやっていますの

でそういう中でも、昨日も熊内という集落でいろんな話していたら、12、3 万

㎥放れるところがありましたので、何とかそれも進めさせてほしいというこ

とでお願いしているわけですが。ここのトンネルを掘ってその土砂もどこか

へ捨てやないかんということが差し迫って出てきますし、今のところが必要

になってくるわけですが、そういう状況があります。そういうことで、この

上流下流にわたってどこへ捨てるかというところが非常に課題になりつつあ

るわけでして。私、以前から御浜町の国道 42 号あたりまで持っていってくれ

とか、今の三瀬谷ダムの下流側に行ったらもう自然的に伊勢湾に流れていく

と申し上げていますが、本当にそれが冗談でなくなることになるのではない

かと思っているところです。 

県としても、この堆積土砂の処理というものを、この宮川だけでなしに他

の地域でもたくさんありますが、抜本的にお考えいただく中で対処をしてい

くということが求められるのではないかと思いますので、そこら辺をしっか

りと、こういう土捨て場、あるいは堆積土砂の処理をどうするかという方法

論も少しずつ研究もしていただく中で、考えていただいたらどうかと思って

いるところです。 

今日も小滝のほうで「すごいやんかトーク」あるようですが、中にはそう

いった案を持っている者もおりまして、一度知事に言いたいけどどうかとこ

の間も言っていましたので、言え言えと言ったんですが。そういう話も出て

くるのではないかと思いますが。 

本当にこの上流側に住まいする我々としましては、やっぱり安全・安心と

いうものをまず第一に考えなくてはいけないということがありまして、上流

側へ行きますと、実際に自分の住宅と河川が近いというところがありますの

で、本当に水が上がってくると非常に心配やということで、ダムの管理事務

所もこれぐらい水を出したらどうなるかというようなことで、水位計も見な

がら非常に神経使いながら放流をしているのが実態でもあるわけです。です

ので、そういった土砂を除去する元になる土捨て場の確保、土砂の処理方法

を早急に対策を打ち出していただきたいと思いますので、その点よろしくお

願いいたしたいと思います。 
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知 事 

 土砂の土捨て場のことについては、基本的にはそれぞれの基礎自治体にお

願いしているんですが、とはいえ、なかなか難しいというような町長のお話

もあって、私、今、詳細は分からないんですが、いくつかの事業でそういう

違うところへ持っていったり、いろんな工夫を研究し始めていると聞いてい

ますので、そういういろんな手法のアイデアをいただきながら、うちの担当

の現場の者たちもよく考えてくれると思いますので、そういう話もしておき

たいと思っています。 

 

大台町長 

 それで、知事さんに見てほしいんですが、これは、皇太子殿下がおみえに

なったときに見ていただいた写真ですが、それが平成 16 年の災害前の状態で

す。これが災害直後の状態です。これが現在の状態です。ということで、そ

の災害前と現在の状態では、植生が全然まだないんです。こういったところ

ですが、植生がありません。また、土砂がいっぱいありまして、こういった

瀬があり淵がありという状態から、ずっと単純な瀬になってしまっていると

いうことなんです。これだけ土砂がたまっているということです。ですので、

我々としましても、こういった状態を少しでも早く 16 年災害以前の状態に戻

していきたいということがあります。そういった思いを何とか共有してもら

えないかということに。予算のこともよく分かるんです。分かりますが、こ

のような本当に豊かな自然の回復が、大台町のみならず三重県でも本当に大

事なことになってくるんじゃないかと思っています。これは宮川だけではな

く海辺も含めて、今、三重県内で非常に大事なことではないかなと思ってい

ますので、その点はよろしくと思います。 

 

知 事 

 今、町長おっしゃっていただいたように、堆積土砂については、さっきも

申し上げました 23 年の被災前のところまではきたものの、まだその 16 年の

ときまでの完全な回復というのに至ってないと私たちも思っていますし、今、

町長おっしゃっていただいたような思いを共有してほしいということについ

ては、我々も担当のメンバーも含めて、そういう思いになれるようにしっか

り頑張っていきたいと思いますので、引き続きよろしくお願いします。 

 

６ 防災ヘリポートの整備について 

大台町長 
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 ぜひともよろしくお願いいたしたいと思います。 

それから、防災ヘリポートのことでちょっとお願いしておきたいんですが。

今、大台厚生病院を整備させていただく中で、ドクターヘリ、それと宮川高

校の跡地に防災ヘリの拠点というようなことでお願いできないかということ

です。このことは、伊勢志摩とか尾鷲のほうとか拠点はそれぞれあるわけで

すが、ちょうどこの大台町あたりが空白ということで、距離的に抜け落ちて

いるような、位置的にそういうところがあると思っているところもありまし

て、これから土砂災害もさることながら三連動の大きな地震がやってくると

いうときに、やはりいち早く対応するということも必要でもありますので、

この防災ヘリ等の整備がされますと、非常に安心度合いも高まってくるとい

うようなことでもございます。これは、用地は宮川高校ということで既にも

う県の用地にもなっていますので、丸にＨがあったらもうそれでいいような

話ですけども、よろしくお願いをいたしたいと思います。 

 

知 事 

 ありがとうございます。今、町長のほうから、防災ヘリとドクターヘリと

両方話ありましたけども、まず、防災ヘリのほうは、今、中勢と東紀州と伊

勢志摩と伊賀と広域防災拠点というのがあって、それでこの県内のヘリの活

動範囲、片道 15 分、半径 40 キロというのは一応カバーできている状態にな

っていまして、大台町のとこでいきますと、防災ヘリの臨時離発着場という

のは 20 ヶ所準備しています。そのうち大台町の中で、旧宮川高校跡地に近接

する大台中学校のグランドとか、あるいは宮川総合支所のヘリポートなど７

ヶ所あります。あと、ありがたいことにその宮川総合支所のところに航空燃

料の備蓄もさせていただいています。したがいまして、防災のヘリとしては、

今の大台中学校のグランドとかを使わせていただくことで、その宮川高校跡

地にまた改めてつくらずとも一応の活動ができることになっていると思って

います。 

ドクターヘリも同様に、その大台中学校のグランドも臨時発着場とさせて

いただいていまして、それによって、ドクターヘリによる三次救急というの

は一応対応できている状態になっていますので。いずれにしても、場所の整

備はちゃんと運用できるように、町あるいは医療機関、消防本部、そういう

ところとしっかりこれからも詰め、訓練も含めちゃんとやっていきたいと思

います。 

 

大台町長 

 ありがとうございます。この医療の整備、確保は本当に今、喫緊の課題で
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して、この地域、ずっとこの奥にも大杉谷診療所があったり、あるいは報徳

病院があって、それぞれ安全・安心度合いが高まったということの中で、こ

の病院を廃止せざるを得ないというようなことで、旧宮川村の住民の皆さん

にとっては、その入院機能なり救急機能がなくなっていくことの不安と、そ

れから、合併もして役場がなくなっていくとかいろんなことが綯い交ぜ（な

いまぜ）になっているようなことでもございますが、そういったことの中で

しっかりと安心度合いとしていけるように、大台厚生病院がその役割も果た

さないかんわけですが、そういう中でやはりきちっとしたドクターヘリ、あ

るいは防災ヘリの拠点が構築されていくと、なおさらいいわけです。今おっ

しゃるように拠点として距離的にも40キロ圏内がカバーされているというこ

とですが、やはり、飛んでくるのを待っているというよりも、そこへ行った

ら乗せてくれるという安心感というものも必要ではないかと思っているわけ

です。 

 

７ 南部地域活性化プログラムの推進について 

大台町長 

 何にしても、この紀勢地域がそこら辺いろんな形で少し落ちている部分が

あるわけです。ですので、知事も昨年、南部地域の活性化ということで部署

もつくっていただいてスタートしてきているところですが、そういったよう

なことについても、大台やら大紀やら南伊勢というのはいわゆる過疎地域で

もありますが、そういったところでいろんな行政分野がよそと比べて見劣り

しないような形で考えていただきたいと思っています。 

そういううえで、この南部地域の活性化についても、昨年かなり予算をつ

けていただきましたが、今年はそうではなかったということもあるわけです

が、この南部地域の活性化に向けてご配慮いただきたいと思っていますので、

よろしくお願いしたいと思います。 

 

知 事 

 ありがとうございます。南部地域活性化基金、これ、私も知事になるとき

の想いもあって、そういう形でつくらせていただきました。今年度積み増し

しなかったわけですけども、いろんな財政厳しい状況でもありますので、24

年度につくったときは、まだその制度が周知されていなかったので市や町で

予算化する部分が間に合っていなかったということもあったので、今回で大

分事業化されてきましたが、そういう事業化の掘り起こしと財源の積み増し

とバランスを持って、事業化の掘り起こしはされていないのにお金だけ積み

上がるというのではなく、そのバランスを取りながらやっていきたいと思っ
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ていますので、私なり南部地域活性化局なり三重県庁の南部地域の活性化に

対する思いが後退しているということはありませんので、その辺はご安心い

ただきたいと思いますし、その事業化の掘り起こしの部分について、またい

ろんなお知恵、ご協力をいただければと思います。 

 

大台町長 

 そういうことで、いろいろ申し上げましたが、いろんな思いがある中で過

疎高齢化が進んでいる地域でもあります。ましてや農業林業の部分もなかな

か進展しにくいという状況もあります。ここは、お茶や畜産、林業という形

が主要な産業ですけども、そこら辺を振興させていくうえでも、高齢化も進

み遊休農地も多いという、いろんな形でマイナス要素も多いわけですが、そ

れにしても、いろんな形を考えながらこれからもしっかり対応していかねば

と思っていますので、今後もよろしくご支援いただきますようお願いをいた

したいと思います。 

ありがとうございました。 

 

８ ユネスコ エコパークを通じた町づくり 

大台町長 

 エコパークですが、今回、更新の時期に来ておりまして、これは、大台町

と奈良県側が一緒になって申請をしようということですが、大台ケ原山ある

いは大峯山が現在登録認定をされているということです。このエコパークに

認定されることで、いろんな形で有効活用できるところがあると思います。

それで、一度、県単位で、エコパークの指定継続に向けて取り組んでいただ

けるように、県同士でまずは交流をしていただいて、そして、前へ進めてい

くという体制を取っていただきたいと思っています。私どもも、大杉谷は核

心地域ではありませんので、この大杉谷を核心地域にもっていきたいなと思

いもあります。現在は、大台ケ原の一部地域ですが核心地域になっています

ので、それに加えて大杉谷も向けていきたいと思っているんですが、そうい

う打ち合わせもしっかりさせていただきながらやっていきたいと思いますが、

とりあえずは奈良県と三重県でそこら辺進めていただけたらなと思いますの

で、よろしくお願いをいたしたいと思います。 

 

知 事 

 このユネスコのエコパーク、これは、今まさに富士山が世界遺産登録され

ましたが、そういう自然遺産とか文化遺産とかユネスコがやるものがいろい

ろ注目を集めている中の一つで、生物多様性というか生物系に注目した制度
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だと思うんですけども。これ、日本の中でも大台ケ原と合わせて５ヶ所ぐら

いしかない、本当に貴重な制度だと思っていまして、これが、今、町長おっ

しゃっていただいたように、平成 25 年８月末までにこれを続けるか続けない

かを文部科学省に言わなければなりません。奈良県が含まれている部分があ

りますので、奈良県への延長に向けた働きかけを、今、町長おっしゃってい

ただいた部分について、我々もしっかり前向きに奈良県に働きかけていきた

いと思いますので、延長に向けて共に頑張れればと思います。よろしくお願

いします。 

 

大台町長 

 どうぞよろしくお願いします。今日は、ありがとうございました。 

 

（３）閉会あいさつ 

知 事 

 本日は、町長、どうもありがとうございました。 

今日は、この対談の前に、１匹サービスしていただいてこの宮川のおいし

いアユをいただきました。５月 19 日に解禁して以降で、本当に大きい大変お

いしいアユをいただきました。町長にアユのうまい食べ方も教えていただき

ましたので、ぜひ、このケーブルテレビをご覧の方、あるいは、この報道記

者に書いていただいた新聞を見ていただいた方、この清流茶屋に宮川にアユ

を食べに来ていただきたいと思いますのと、今日、町長と私のところにあり

ます、これ、大台町の上真手地区で作っていただいた「ふっ茶ぉ？」という、

お茶のティーバックのようなものを入れて振ってお茶にするというものです

が、これ、私、去年の「すごいやんかトーク」というので行かせていただい

て、そこからこういうパッケージのデザインを作っていただいたり、あるい

はセントレア空港で売り出したりという形でやらせていただきました。そう

いう形で、今日、いろんな過去の経緯も含めてお話をいただいた重要な課題

にも共に取り組みながら、また、こういうアユ、お茶など大台町の特産品を

生かしたＰＲについても、我々もしっかり頑張っていきたいと思いますので、

どうぞよろしくお願いします。 

まずは、どうもありがとうございました。 

 

大台町長 

 どうもありがとうございました。どうぞよろしくお願いします。 

 

 


